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活用のメリットについて:説明資料

For Chubu R.D.B

1.CCUS活用:デジタル能へのスキルアップ

2.デジタル化による利便性向上・業務の効率化:

3.CCUSを活用したスパイラルアップ

4.活用のメリットを享受するには:モデル工事の有効性



検索

郵便番号:
「1050001」 住所検索

「東京都 港区 虎ノ門」

全国の
郵便番号-住所

データベース

1.CCUS活用でデジタル能へスキルアップ
• 紙や手入力に慣れたアナログ能:

1

手入力による誤植

似たような帳票に
何度も入力

 データ連携を使い倒すデジタル能へ:

単独データのみならず、
関連付けがあるデータ

セットを抽出利用

誤入力がない

事業者情報

事業者情報

技能者情報

技能者情報

関連付け情報

関連付け情報関連付け情報

関連付け情報

関連付け情報

関連付け情報



郵便番号:
「1050001」 住所検索

「東京都 港区 虎ノ門」

全国の
郵便番号-住所

データベース

1.CCUS活用でデジタル能へスキルアップ
• 入力の際、テキストや数字を入力す

ることなく、既存のデータを呼び出し
て登録することで、入力手間、間違
いを減らす
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全国の法人情報
データベース 職種コード

データベース

業許可番号;
「00-1234」

DBに登録された
事業者情報が

自動で入力される

検索

検索

「53その他（管理）ー03現場監督（土木）」

事業者選択

大分類:
「その他（管理）」

技能職種選択



2.デジタル化による利便性向上・業務の効率化

建退共の掛金が貯まる

10年で約90万、
20年で約200万、
45年で約500万 貯まる

施工体制台帳・作業員名簿等がCCUSから出せる

元請:現場登録情報

① 施工体制情報

② 施工体制技能者情報
1次1次

作業員
名簿

作業員
名簿

元請元請

事業者登録情報

技能者登録情報

今後 各種証明書の携帯が不要になる

・技能者向けアプリ「建キャリ」上で、保有
資格画像データを表示

現行携行義務のある12種以外は携行不
要となった

社内システム

建退共の手続きが効率化API連携による施工管理効率化

API連携
事業者

Buildee

グリーンサイト

CCUS

就業履歴

建退共電子申請方式

就労状況
報告書

就労実績報
告作成ツール

就労履歴
データ

就労履歴
データ

作業日報
就労履歴

データ

就労履歴
データ

作業日報 従来（手作業）
方式

社保加入証明書類・
資格証・健康診断結果表

の提出が不要
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2.現場管理の効率化具体事例
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2）施工体制登録技能者の就業履歴、出面内容確認、建退共積立情報
⇒元請・下請で相互確認が可能な機能

① 【2-3】就業履歴（月別カレンダー）
技能者ごと日毎の就業履歴,就業内容（職種・立場・作業内容・有害物質取り扱い状況）,
建退共充当日数

1）施工体制に登録された事業者・技能者の情報
⇒元請で確認可能な機能

① 【1-4】施工体制登録技能者一覧
当該現場に施工体制登録された技能者の「職種」「立場」「社保加入」「資格保有」情報

3）登録した情報を連携して、労務安全書類の作成・変更・提出が容易に
⇒今後は発注者自身がシステムにログインして閲覧する体制に移行

1 AZ1 施工体制台帳
2 AZ2 施工体系図
4 AZ4 下請負業者編成表

5 AZ5 再下請負通知書
7 AZ6-b 作業員名簿（社会保険加入状況組込版）



（1）元請で確認可能な機能

① 【1-4】施工体制登録技能者一覧/当該現場に施工体制登録された技能者の「職種」、「立場」、「社保加入」、「資格保有」情報

社会保険加入状況 作業に必要な資格保有状況

能力評価に必
要な就業内容
（職種・立場・
作業内容）

510_50_施工体制登録
情報から当該事業者IDを
クリックすると登録されている
技能者一覧が見られる
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① 【2-3】就業履歴（月別カレンダー）/技能者ごと、日毎の就業履歴、就業内容（職種・立場・作業内容・有害物質取り扱い状況）、建退共充当日数

能力評価に必要な
就業内容（職種・立

場・作業内容）就業日 現場情報元請事業者

就業日数計

（２）元請・下請で相互確認が可能な機能;就業履歴

建退共
加入状況

510_60_自社に関する現場・就業履歴の就業履歴（月別カレンダー）から当該技能
者IDをクリックすると当該技能者個人の当月蓄積された就業履歴が日毎で見られる
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（3）安全書類へのデータ連携による効率化

施工体制台帳（出力できる者:元請事業者、当該下請事業者）
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ＣＣＵＳの登録上で入力が必須であり、自動反映される項目

ＣＣＵＳの登録上で入力が任意であり、入力されている場合に自動反
映される項目

今回改修でシステム上で入力可能となった項目

2023.9.29白
抜き個所の入力
画面組込み完了



（3）安全書類へのデータ連携による効率化

再下請負通知書（変更届）（出力できる者:元請事業者、当該下請事業者）
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ＣＣＵＳの登録上で入力が必須であり、自動反映される項目

ＣＣＵＳの登録上で入力が任意であり、入力されている場合に自動反
映される項目

今回改修でシステム上で入力可能となった項目

2023.9.29白
抜き個所の入力
画面組込み完了



（3）安全書類へのデータ連携による効率化

作業員名簿（社会保険加入状況について組込版）
（出力できる者:元請事業者、当該下請事業者）
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ＣＣＵＳの登録上で入力が必須であり、自動反映される項目

ＣＣＵＳの登録上で入力が任意であり、入力されている場合に自動反
映される項目

今回改修でシステム上で入力可能となった項目

2023.9.29白
抜き個所の入力
画面組込み完了

■出力可能な安全書類
全建統一様式（改訂5版）に準じた以下の安全書類の出力が可能
・施工体制台帳
・施工体系図
・下請負業者編成表
・再下請負通知書
・作業員名簿（社会保険加入状況組込版）

■新たに入力項目を追加する画面
①現場契約情報 【610_30】
②施工体制情報 【620_10】
③施工体制技能者情報 【620_20】



◆発注者支援機能による更なる効率化

• 公共発注者と元請事業者とのCCUSモデル工

事等に係る契約に基づき、

• 元請事業者が公共発注者に対して、当該現場

のCCUS運用状況の報告ができる機能

• 元請事業者はCCUSに発注者支援機能の設

定を行うことにより、公共発注者がCCUSより当

該現場の情報を（CSVファイル）にてダウンロー

ドしExcel帳票で確認できる

元請事業者 公共発注者

CCUS

1. CCUS利用状況
2. 週休2日達成状況
3. 安全書類

1. CCUS利用状況
2. 週休2日達成状況
3. 安全書類

元請から事前に受領
した現場IDとPWで自
らCCUSにログインし、
設定したデータをダウ
ンロード、別途DLする
Excel帳票に取り込
んで利用

1. CCUS利用状況

モデル工事等で実施する工事
成績評定の計測に使用:

• 登録事業者率
• 登録技能者率
• 就業履歴蓄積率
• 上記の計測日の平均値
• レベル別・職種別就業日数

（竣工後）
• レベル別・分野別就業日数

（竣工後）

2. 週休2日達成状況

週休2日を標準とした取組みへ
の移行プロセスで、発注者が実
施状況の確認に使用:

• 現場閉所率
• 平均就業日数
• 休日率
• 週休2日判定
• 週休2日Overとなっている

労働者の割合

3. 安全書類

従来書面で事前に提出していた
書類をリアルタイムで発注者が
確認出来るようにする:

• 施工体制台帳
• 施工体系図
• 下請業者編成表
• 再下請負通知書
• 作業員名簿
• 社会保険加入状況
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!2024.12.13:入契法適正化指針の改訂を閣議決定
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各省各庁の⾧等は、施工体制台帳の写しの提出に代えて、建設
キャリアアップシステムの活用による施工体制の確認に努めるもの
とする

受注者が建設キャリアアップシステム等のシステムを活用すること
で、発注者が施工体制を確認することが出来る場合、施工体制
台帳の写しの提出を要しない

公共工事の適正な施工の確保には、下請を含め適正な
施工体制の確保が重要。

●施工体制台帳の提出義務合理化



＊CCUS登録情報を活用した労務安全システム等への入力作業削減

 建設企業の働き方改革のため、CCUSに登録されている情報を民間の労務安全システム等で利用することを可能とし、
データ入力作業を効率化

これまで

CCUS

民間
システムA

CCUSと民間の労務安全システム等に、それぞれ同じ
情報を入力

同じ情報を何回も入力する
必要があり手間

民間
システムC

民間
システムB

元請事業者X

元請事業者Y

元請事業者Z

下請事業者

これから

CCUS

民間
システムA

CCUSに登録されている情報（例:技能者の氏名、資格情報、

社保加入状況）を民間システムへ共有し、各民間システム
の入力項目を削減

民間
システムC

民間
システムB②情報を提供

①情報を
リクエスト

元請事業者X

元請事業者Y

元請事業者Z

下請事業者
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自社の
労働者

勤労者
退職金
共済機構

元請

１次下請

２次下請以下

証紙の
一括購入

就労状
況報告

報告チェックと
証紙交付

証紙貼付

就労状
況報告

公共発注者

積算に
反映

掛金収納書
の提出 等

報告チェックと
証紙交付

建退共電子申請
専用サイト

勤労者
退職金
共済機構

電子ﾎﾟｲﾝﾄに基づ
き自動的に掛金が
充当され、退職時
に給付
(証紙貼付不要)

電子ﾎﾟｲﾝﾄ購入
就労実績入力

公共発注者

積算に
反映

掛金収納書
の提出 等

自社の
労働者証紙貼付

自社の
労働者証紙貼付

現行方式（証紙受払の書面管理） CCUS活用型電子申請方式

○ CCUSで蓄積された就業履歴を掛金充当に
活用し、退職金給付の徹底と事務の効率化
※電子申請方式のみの活用も可能

○ 現行の証紙方式では、一人ひとりの技能者
への証紙の交付事務が煩雑で、貼付が不徹底

順
次
移
行
を
促
進

元請

手帳に貼付され
た証紙に基づき、
退職時に給付

証紙受払簿の
作成・備付

全ての下請
（共済契約者）

元請に就労状
況報告を集約

（電子）

○ 建退共の電子申請方式の導入に伴い、公共工事における適正履行と一体でCCUS活用を促進
※なお、令和4年8月に～システム改訂を実施済

各共済契約者
が就業実績
データをCCUS
から取り込み

CCUSで
毎日カードタッチ

就業履歴蓄積

労働者

労働者

労働者

注意
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＊建退共電子申請化とＣＣＵＳとの連携



就労実績報告書
作成ツール

電子申請サイト

＊建退共業務と元請一括方式電子申請フロー

掛金収納書
契約締結から

40日以内に提出

掛金収納書
契約締結から

40日以内に提出

掛金充当書
を毎月受領
掛金充当書
を毎月受領

現場・契約情報 工事情報

就業履歴 就労実績報告書

現場登録時
初回のみ

施工期間中
毎月次

csvファイルを
作成ツールで

取込み

csvファイルを
作成ツールで

取込み

Zipファイルを
作成ツールで

取込み

Zipファイルを
作成ツールで

取込み

作成ツールから
アップロード

作成ツールから
アップロード

作成ツールから
アップロード

作成ツールから
アップロード

実績分の電子
ポイントが掛金

として充当

掛金
充当書
受領

就業履歴情報
取込み

内容確認

就労実績報告
データ

編集・登録

電子申請サイト用
就労実績ファイル

の作成

電子申請サイトへ
就労実績ファイル

アップロード

毎月10日めどで提供される
就業履歴情報をダウンロード

Zipファイル
作成（自動）
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＊建退共自動連携へ開発改良強化
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初期の設定だけで毎月自動連携

2025年秋目途



4)CCUS技能者スマホアプリ:「建キャリ」リリース
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登録技能者が、スマホで自らの就業履歴、資格情報、レベル・レベルアップの目安などを確認できるアプリ。
CCUSを身近に感じ、CCUSのメリットを実感いただくことを目的としています。
ダウンロードは無料。iPhoneでもAndroidスマホでもご利用いただけます。

資格証を画像
表示できる

CCUSからのお知
らせが届きます。

クーポンも?

就業履歴を
確認できる

＊時機開発:
現在のスキルセットからレベ
ルUPに必要な資格や就業

年数を確認できる 溜まった建退共退
職金も確認できる

登録している基本
情報を確認できる

ダウンロードはこちらから

現在携行義務のある
12種以外はこの画
像表示で代替可能(
クレーン・フォーク・高車・車輛
系・玉掛・ガス応接等)



３.CCUSを活用したスパイラルアップ
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技能者

元請

事業者

下請

技能者

技能者

技能者

Lv1:
初級技能者(見習い)

Lv2:中級技能者
(１人前の技能者)
Lv2:中級技能者
(１人前の技能者)

Lv3:職⾧クラス

Lv4:高度なマネジメント
能力を有する技能者

Lv4:高度なマネジメント
能力を有する技能者

●事業者・技能者が共通の目標・レベルを共有しながら相互にスパイラルアップしていく



＊CCUSを社員の成⾧評価に活用する例
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1．㈱⾧浜機設:



• 鉄筋の種別を理解
• 一作業一片付け
• 結束箇所を指示通り縛る
• ⾧尺物の鉄筋を持って配
筋の相番作業

• 目視にて鉄筋径の選定
• 鉄筋の加工形状の理解
• ハンドル（台返し）・ライ
パー・電動工具等の使用

• かぶりの知識を持ちスペー
サーを１人で設置

• ３級技能士の取得
• 嘘をつかない

• 玉掛け作業の全般
• 結束作業で両たすき掛け、
箱掛け、下がらないように上
掛、持ち上がらないよう下
掛け作業

• 加工帳、躯体図を見て間
配り

• 圧接位置の理解
• 材料を仕分けして順序良く
材料を供給

• ２級技能士の取得
• 鉄筋の組立順序を自分で
イメージ

• 圧接の圧縮縮み代を理解
• 鉄筋の太さ⾧さ重さを理解
して、先輩の指示指導の下
での相番作業

• 自分の失敗（間違い）を
正直に報告できる

• コンクリートの設計強度、各
部位の継ぎ手⾧や定着⾧
の理解

• 手拾いによる拾い出し
• 後輩作業員に指示指導
• 定着や継手方法などを理
解しての組立作業

• 加工帳をみて現場の入荷
材の確認

• １級技能士の取得
• 切断補強の本数、配置、
被りを理解して切断する

• 小型物件の積算
• リスト、躯体図、加工帳を
見て作業全般の指示

• 職⾧・安全衛生責任者を
所持

• 自主検査
• １、２級技能士の施工方
法を指導

• 作業の進捗状況を把握し
人数の予定を考える

• チーム運営
• 配筋検査の立会、対応
• 工程打合せ
• 構造図、配筋図、締まり図
をチェックし、整合性を確認

• １級施工図を取得
• 基幹技能者の取得
• 加工場や運送部門との調
整（時間、数量、搬入経
路）

• 部下とのコミュニケーションが
でき指導（ＯＪＴなど）

• 後輩の育成を念頭に仕事

CCUSを活用した人事考課制度例

• レベル４を取得した上で更に管理職としての要素を組込み
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1級技能士1級技能士

登録基幹技能士登録基幹技能士

技術士・１級建築士

１級施工管理技士１級施工管理技士

2級施工管理技士2級施工管理技士

㈱大平組の
職員として
取得すべき
スキル等

各種技能講習・
特別教育

各種技能講習・
特別教育

1～2年経験年数

Lv1:
初級技能者(見習い)

Lv2:中級技能者
(１人前の技能者)
Lv2:中級技能者
(１人前の技能者)

Lv3:職⾧クラス

Lv4:高度なマネジメント
能力を有する技能者
Lv4:高度なマネジメント
能力を有する技能者

3～6年
7～9年

10年～

●職⾧・安全衛生責任者教育●職⾧・安全衛生責任者教育

管理職・経営層へ

350～600万

400～700万
450～800万

550～900万

CCUSの
レベル

玉掛け技能講習玉掛け技能講習 1級施工図1級施工図

13～15年

16年～Lv5:Lv5:

Lv6:Lv6:

• 他業種との工程
打ち合わせを実
施する

• 難易度の高い玉
掛け作業（切梁
を躱した荷下ろし
など）

• 作業手順や仮設
の計画を考え現
場に提案

• 職⾧会等に参加
し積極的な意見
交換

• 適正な施工手順
の立案（先組
等）

• 元請から職⾧、
管理者としての
指名がある

• 監理者に対し指
摘や質疑

• 自分の担当現場
以外を考え会社
全体工程のバラ
ンス調整ができる

• 変更、追加等の
対応

• 安全・効率・損
益を考慮して、複
数人での計画立
案

• 各ゼネコンのグ
レード職⾧・表彰
者の対象

• 現場の実行予算
から施工計画、
人員配置、原価
管理

• 鉄筋に関わる高
度な知識を持ち、
本質的に理解

• 作業効率の悪さ
を理解し即時改
善対応

• 災害防止協議
会に出席でき、
意見を発言

• 会社や社員に対
して、本気の思
い、本気の愛が
ある

• 社員、協力会社
からの信頼・安心
がある

• ＶＥや省力化工
法の提案

経営業務管理責任者

必要資格



ＣＣＵＳを活用した「技能者を大切にする適正企業」の評価向上・受注機会拡大

20
取組基準を
検討・策定

宣言企業に対して、表彰、経審での加点、求人・求職情報サイトでの発信、
ESG評価への組み込みなどのインセンティブを検討

R６年度 R６～７年度

発注者

下請元請

取組を行う企業への
インセンティブ提供

水準の高い取組を行う企業の
第三者認証、インセンティブ強化

R７年度～

○以下の取組を行うことにより、技能者を大切にする適正企業。

＜取組例※＞ ※制度詳細は今後検討

（下請）技能レベルに応じた手当や賃金支払、月給制、週休２日制
（元請・発注者）（一人親方含め）適正な工期・労務費等での取引
（共通）宣言企業との取引優先、CCUSの利用環境整備

「技能者を大切にする適正企業」のイメージ

技能者技能者

○ 発注者・元請・下請を含めて、「技能者を大切にする適正企業」の評価を向上し、サプライ
チェーン全体での建設技能者の処遇改善に向けた取組を支援する。
（「技能者を大切にする適正企業」の自主宣言制度（仮称））

●発注者、元請、下請の区分毎に、CCUSを活用した技能者の処遇改善のための
取組を行うことを宣言

●宣言企業はロゴマークを使用可能とし、企業の一覧を国交省ＨＰ上で公表

「技能者を大切にする適正企業」の自主宣言制度（仮称）（Ｒ６）

企業による
自主的宣言



4. 活用のメリットを享受するには
:モデル工事の有効性
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カードタッチで就業履歴が溜まる

蓄積した履歴

保有資格

職⾧・班⾧の経験年数

＋

＋

ゴールドカード:●●人
シルバーカード:▲▲人

専門工事企業の
施工能力見える化*

判定結果:★★★★
による

事業者としての
アドバンテージ

① 施工体制登録

② 施工体制技能者登録

元請:現場登録

1次

作業員名簿

元請元請

◉ 技能・経験に応じた適切なステータスと処遇を実現
◉ 若い世代が将来の見通しを持って入職しやすい環境を作る
◉ 技能者を雇用し育成する企業が伸びていける建設業を目指す

事業者登録

技能者登録

所在地、建設業許可番号、
社会保険・建退共加入状況

本人情報、所属事業者名、職種
社会保険・建退共加入状況、保有資格

4-1.CCUSの基本:

＊CCUSの概要
レベルに応じた賃金

・処遇改善

職種ごと評価基準*

現場管理の効率化 発注者・建退共等へのデータ連携

社会保険入・資格保有状況確認 安全書類・建退共電子申請方式への連携

デジタル化を
駆使して

レベル判定

技能者の
能力評価



*参考:能力評価運用上の留意点

• 「経歴証明」はシステム利用前の経歴を所属事業者が証明するもの
♪カードタッチ開始以前の経歴・職⾧経験年数は、経歴証明で評価される

2029.4以降の経歴は
⇒システムに蓄積された経
歴のみで評価される

適正な運用で早期に蓄積を開始
する必要がある!
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◆経歴証明の提出自体は令和11年3月末まで延⾧された。

令和6年
2024.3.31従事開始

現在

2019.4～

システム運用開始

★

経歴証明 就業履歴

申請

●ただし経歴証明で証明できるのは令和6年3月31日までの経歴
●4/1以降はシステムに蓄積された就業履歴で判断⇒評価に掛かる就業履歴となっているか?

令和11年
2029.3.31

★経歴証明起算点:
建設業に関する資格を
最初に取得した日（た
だしCCUS登録済みの
もの）

経歴証明を提出できる期限

⇒「経歴証明+CCUS就業履歴」
で評価される

就業履歴

申請

評価に掛かる適正な就業履歴:
① 施工体制技能者登録されていること
② 能力評価基準で指定された職種コ

ードでの蓄積
③ 職⾧・安責は立場の登録 が重要

経歴証明

★

CCUS就業履歴

申請

★起算日の扱いにも留意



!2024.12.13:入契法適正化指針の改訂を閣議決定
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公共工事におけるCCUSの活用に
関するインセンティブについて、工事
成績評定の評価内容を変更

「現場利用に対する」

「就業履歴の蓄積状況に応じた」

●工事成績評定の加点措置:評価内容の変更



現場施工体制登録

4-2.メリット享受には施工体制技能者登録までが必須

元請

一次

二次

技能者

① 施工体制登録① 施工体制登録

② 施工体制技能者
（作業員名簿）登録
② 施工体制技能者
（作業員名簿）登録

上位事業者が全国法人DBか
ら検索して選択・要請し、

下位が承認

上位事業者が全国法人DBか
ら検索して選択・要請し、

下位が承認

各事業者が
関連付けが出来ている

技能者を検索し
選択してセットするだけ

各事業者が
関連付けが出来ている

技能者を検索し
選択してセットするだけ

一次

二次

技能者

二次

技能者

一次

二次

技能者

二次

技能者

一次

二次

技能者

二次

技能者

①施工体制登録:事業者間の関連付け
②施工体制技能者登録:能力評価・建退共連携のために必須

職種・立場
・作業内容

保有資格

評価に有効な
③ 就業履歴の蓄積

元請

現場ごとに決まる

25

元請は現場で働く全ての技能者が施工体制技能者登録まで出来ているかを確認元請は現場で働く全ての技能者が施工体制技能者登録まで出来ているかを確認



＊施工体制技能技能者登録が出来ていないと、、、

• 就業履歴に「所属事業者*・職種・立場」が表示されない
⇒能力評価に掛からない就業履歴**

26

所属事業者ID・事業者名
が表示されない 職種・立場が表示されない

1. 技能者基本情報登録時:所属事業者との関連付け無し
2. 施工体制(技能者)登録時:施工体制技能者登録が無い・不完全原因

* API連携では表示される場合があることに留意
* * 何月何日どこの現場で就業したかは記録される



4-3.現場運用のポイント
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就業履歴確認
・フォロー

元請・下請

現場主体で管理現場主体で管理

事業者登録

技能者登録

基本情報登録

職種ごと評価基準*

職種の選択

●技能者登録時:所属事
業者との関連付け

●技能者登録時:受審する能力評価基準指定
の職種コードとする（追加で登録可）

職種コード

本社・管理部門主体で管理本社・管理部門主体で管理

現場登録
元請(管理部門）

施工体制登録
元請・下請

施工体制
技能者登録

下請(上位事業者)

●施工体制技能者登録時:登録技能者の「編
集」ボタンから「職種」、「立場」等を確認し適正
な状態に修正する

●就業履歴蓄積期間中:月に1度程度、
就業履歴月別カレンダーを見て不適正
な履歴がないかチェックしフォロー



● モデル工事を契機とした普及促進活動について(1/2)

1. 目的:
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• 受注者に対する徹底的なサポート
・実施要領に関わらず適正な運用をマスターすることでモデル工事への積極的な参加意欲を醸成
・デジタルなCCUS運用を体得して、施工体制台帳・建退共等へのデータ連携管理で効率化を実感
・CCUS活用企業として、若手入職者へアピール、採用に貢献

• 見学会等を通じて同業
他社・他の発注者への
水平展開を図る:

・受注者の実践状況を体感することでCCUSへの抵抗感
を払しょくし、誰もが日常的に活用できる環境を整備

• 公共発注者の理解促進
モデル工事を発注する発注者に、CCUSの趣旨や適正な運用を理解していただく



● モデル工事を契機とした普及促進活動について(2/2)

• 元請は建設業振興基金のサポートを受けて運用するので、適正な運用方法をマスター
できる。 ＊別紙参照

• 発注者自身がCCUSの運用状況を確認できる。（施工体制等登録方法、カードタッ
チ状況、就業履歴蓄積内容など）

• 工事成績評定の計測方法など、実際のデータを抽出する過程やそれに伴う労力を理解
していただくことで、元請のモチベーションアップにつながる。

• モデル工事見学会の開催により、周囲の事業者、発注者にCCUSの適正な運用につ
いて水平展開が図れる。
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● 2024.10.01 関東地整発注モデル工事見学会の様子:

2. 期待される効果:

・元請からの報告内容:カードタッチ状況は動画で紹介 ・見学会開催状況:地場元請、発注者が参加



＊(参考)建設業振興基金によるモデル工事サポートの概要

• 全国に存在する、CCUSに前向きに取り組む企業を徹底的にサポートするとともに、公共発
注者によるモデル工事へのエントリーをお手伝いしています。

• なかなか実践環境を見る機会が少ない公共発注者との相互理解を計りながら、モデル工事
見学会等を通じて当該エリアの同業他社や専門工事企業への普及展開を図っています。

• 元請が直接雇用している技能者だけでなく、下請
企業を含めて技能者のレベルアップ・処遇改善のた
めに汗を掛けること

• 既にモデル工事を受注した、もしくは、これから適正
な現場運用を学び、モデル工事を受注していきたい

• 同業者や下請、発注者等を集めて見学会を開催
できること(開催時期は応相談）

★適用条件:

サポート申込:
ccus01@kensets

u-kikin.or.jp

★運用手順:

事前打合せ(Web)

• 右記モデル工事推進ロ
ードマップに従い、基金
のサポートを受けながら、
発注者とともにモデル工
事を進めていきます。

• 必要に応じて、下請の事
業者・技能者登録会も
開催します

モデル工事推進ロードマップ

★留意事項:
• 事前打合せは無料ですが、説明会１以降は以下の費用はご負担ください
• 講師の旅費（交通費・宿泊費）
• 説明会・見学会に掛かる費用（施設利用料、テキスト印刷代、電力通信費等）

見学会



就業履歴確認
・フォロー
元請・下請

適正な現場運用
就業履歴の蓄積

4-4. 直轄モデル工事の実施フロー

着工
▼

契約
▼

第1回
計測日

▼

第2回
計測日

▼

第3回
計測日

▼

完成
検査
▼

施工体制登録
元請・下請

施工体制
技能者登録
下請(上位事業者)

現場登録
元請(管理部門）

発注者

受注者
（元請）

受注者
（下請）

技能者

技能者

活用推奨
モデル工事

証
憑
帳
票
の
作
成
・
提
出

3
指
標
の
計
測
実
施
・

証
憑
帳
票
の
作
成
・
提
出

帳票受領
確認

証
憑
帳
票
の
作
成
・
提
出

3
指
標
の
計
測
実
施
・

証
憑
帳
票
の
作
成
・
提
出

帳票受領
確認

全
回
数
の
指
標
を
平
均

3
指
標
の
計
測
実
施
・

証
憑
帳
票
の
作
成
・
提
出

（
全
回
数
の
指
標
を
平
均
）

帳票受領
確認

計測実施
方法・
提出帳票
の提案

確認

モデル工事見学会の開催

• • • •

事業者
登録

技能者
登録

• • • •

• • • •
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最終評価
設計変更
手続き

現
場
利
用
料
の
集
計

C
R
購
入
費
用
・

現
場
利
用
料
の
集
計

未達成
項目の
報告
要因・
改善策

未達成項目が
あった場合

• 最終計測時には
各回の結果を単
純平均して最終
登録率を算出

確認

活用する旨の協議

義務化
モデル工事

毎月、
災防協に合わ
せて実施



建設キャリアアップシステム

CCUSで業務改革・DX:
利益向上と処遇改善の好循環をまわそう!
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